
オ
イ

l
オ
ウ

京
都
に
居
住
し
て
御
用
問
者
並
に
迦
せ
ら
れ
た
の
は
御

留
者
加
の
初
で
あ
る
。
御
問
問
者
の
座
列
は
、
御
留
者

〈
本
道
を
い

・3
・
御
外
科
・
御
録
文
・御
ロ
科
の
順
序

で
、
同
染
者
中
で
は
知
行
の
順
序
に
悶
っ
た
。

オ
イ
h
F
テ
バ

御
鋳
立
場
白
山
の
大
汝
岳
の
雨

路
に
あ
る
小
問
。
昔
際
原
秀
衡
の
金
銅
仰
倣
を
銀
上

の
祉
に
総
め
た
時
、
こ、
、
に
て
鎚
立
て
た
と
い
ふ
侍

設
が
あ
る
。

オ
イ
デ
マ
ツ
リ

御
出
祭

l
へ
イ

コ
ク
サ
イ

平
附
祭
。

オ
イ
ノ
ツ
ギ
キ

老
縫
木

二
加
。
浅
野
晒
刑
務
の

鈍
で
、
文
久
二
壬
成
年
秋
八
且
の
自
序
が
あ
る
。
藷

誌
の
銃
密
、
そ
の
他
間
部
、
自
己
の
考
設
等
を
載
せ

る
。
叉
老
綴
木
次
鉱
二
加
が
あ
り
、
前
住
の
約
組
で
、

明
治
六
突
酉
義
春
日
の
自
序
が
あ
る
。
若
者
栗
婦
は

滞
士
浅
野
政
閥
で
あ
る
。

オ
イ
ノ
ナ
グ
サ
ミ

老
の
岡田

一
加
o
m嵐
長
九
年

小
制
限
甫
庖
道
事
が
古
い
た
隠
銭
。
小
人
町
、
」
と
、
綿

入
の
こ
と
な
ど
そ
恕
げ
て
問
答
駄
に
こ
れ
を
論
じ
て

あ
る
。オ
イ
J
Z
チ
ク
ザ

老
の
路
種

上

田
緋
の
若
。

一
明
者
が
能
越
の
地
に
抗
邸
中
、
物
を
嗣
剛
、
取
に
感
じ

た
こ
と
に
就
い
て
間
肥
し
た
短
編
百
七
十
僚
を
集
め
た

も
の
で
、
主
と
し
て
結
の
政
治
経
済
に
関
す
る
意
見

を
述
べ
、
龍
野
子
の
名
を
以
で
し
た
著
者
の
序
文
が

添
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
政
支
は
羽
倉
町
川
堂
で
、
-
巴
と

あ
る
の
は
安
政
四
年
で
あ
る
。

オ
イ
ワ
ケ

老
分

自
山
尾
際
日
常
路
の
地
。
務

汚
記
に
、
毎
年
山
聞
に
里
人
波
う
て
積
山
す
る
が
、

老
防
隙
絡
に
地
へ
ぬ
者
は
槍
新
宮
に
去
っ
て
領
土
を

奔
し
、
こ
L

よ
り
反
る
か
ら
老
分
の
名
が
あ
る
と
す

る
。
爺
L
趨
分
の
援
で
あ
ら
う
。

f
o拘
ht
y
廊
廃
寺

，1 :1 

中
盤
市
東
涯
に
堕
す
る
。

蘇
雨
守
や
興

L
、弘
安
=
一
年
抗
且
廿
八
日
寂
し
た
。今

オ
ウ
カ
ン
ノ
ナ

Z
マ
ツ

往
還
の
並
松

加
引
滞

一
以
-中
川
門
前
の
柄
引
氏
縦
約
終
始
犯
の
拠
お
に
、『態

改
作
方
mM訟
に
、『
従
温
品
川
訟
院
長
六
年
に
銘
御
航
被

一
長
六
年
十
二
月
什
八
日
以
御
本
州
州
制
務
知
之
羊
、
行

局
成
候
闘
。
』
と
あ
っ
て
、
上
口
は
金
聞
の
川
端
か
ら

一
仲
間
川
凶
』
と
あ
る
も
の
は
こ
れ
で
あ
ら

4
0

松
任
ま
で
三
里
、
下
口
は
町
品
川
か
ら
知
一
服
ま
で
三
思

一

オ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ

感
四
三
一す

金
保
安
江
川
に
在
つ

の
聞
に
初
め
て
州
松
そ
純
ゑ
た
。
武
江
年
表
に
は
腿
F

て
、
認
宗
町
出
振
に
印
す
る。

初
め
割
引
咋
叩
正
友
村
に

長
九
年
二
且
東
海
道
及
び
越
後
・
Mm
奥
の
務
冶
に
松
在
っ
た
が
、
九千
利
巾
今
の
地
に
移
っ
た
。

そ
柿
ゑ
し
め
た
と
あ
る
が
、加
賀
拙
仰
の
は
是
と
別
で
、

オ
ウ
ダ
イ
セ
キ
ネ
ン

キ

玉

代
積
年
記
ご
情
。

前
間
利
長
の
計
摂
し
た
こ
と
k
見
え
る
。

九
野
正
長
布
。
点
字
一
一
年
功
成
っ
て
之
脅
前
川
綱
紀

オ
ウ
ゲ
ン

廠
玄

」
レ
ソ

Y

ヨ
ウ
叩
地
閉
山
0

に
早
出し
、
内
瀬
戸
茶
入
札
叱
狩
似
し
た
o
m
u
〈
限
史
を

オ
ウ
ゲ
ン
ジ

臨問
視
寺
川
北
仰
木
伸
に
在
っ
て
、

約
闘
し
、
m
w
v
I
-w
M
盟
・諸
侠
・9
引士
の
閉山出
・M
M
m
を

異

宗

東

振

に

鴎

す

る

。

抄

録

し

た

も

の

で

、
伎
に
木
下
制
限
一
九
十
川
捌
伯

オ
ウ
ゲ
ン
ジ

往

還

寺

金
抑
制訓
川
に
在
っ
て
、

の
序
桜
山
ゲ
附
し
た
。

田
県
宗
取
慌
に
臨
す
る
o

オ
ウ
チ

邑
智

mm
同
部
の
前

ω名
。
大
木
六
年

オ
ウ
ゲ
ン
ジ

径
蓮
寺

珠
洲
川
純
伺
に
在
っ
て
、

十
月
一
宮
耽
務
職
年
汽
米
銭
納
松
に
、『志
鮒
・倒
的
・

探

宗

取

抵

に

回

す

る

。

吉

町

民

・

ω担
分
』
と
あ
っ
て
、

mH山
の
作
人
が
犯
さ

オ
ウ
コ

径
古

付
ゴ
以
南
郷
小
間
生
の
内
の
小

一
れ
て
ゐ
る
o
父
川
mm
に

『
枇
務
外
山
分
八
段
八
在
也

字

。

怨

』
と
も
あ
る
。
般
に
こ
の
け山
留
は
一
村
の
名
で
あ

オ
ウ
コ
オ
ハ
ヤ
シ

往
古
御
林

↓
カ
マ
ド
メ
オ

一
ら
う
o
姥
悦
H

山
知
山
脅
千
山
町
山
向
と
も
い

・かか
ら
、
日

ハ
ヤ
シ

鎌
宿

御

林

。

叩

柏

村

は

即

ち

千

給

付

で

あ

ろ

ま

い

か

と

い

は

れ

る

。

オ
ウ
ゴ

J
Z
ヤ
ジ
ン
ジ
ヤ

擁
護
宮
神
社

能
美

一

オ
ウ
チ
イ
ン
邑
智
院

割
引
咋
測
に
在
っ
た
o
利

郡
今
江
に
在
っ
た
。
式
内
等
部
一
世
間
に
、
『擁
純
宮
榊
名
抄
に
日
間
知
棚
田
と
い
」
も
の
即
ち
同
躍
で
あ
る
。
承
久

枇
。
今
江
村
銀
座
、
今
桝
s
春
日
明
紳
ぺ
一
宮
・石
笥
・
一
三
特
性
訟
の
能
昌
明
附
川
政
円
録
に
.
『包
智
院
、
武
拾

野
宮
・早
松
等
宋
枇
数
社
。
』
と
担
し
、
叉
白
木
総
に
、
一
川
河
段
一

一、
品
川
久
元
年
検
4
1
定
。
附
陀
内
、
公
文
股

『
岡
村
の
内
お
こ
し
の
宮
と
去
社
有
。
叉
札
町
、
ご
ふ
一
波
町
、
永
久
二
年
崎
市
定
。
班
他
京
近
将
敗
。
』
と
あ

と
も
あ
b
o
制
仕
掛
春
日
の
問
。
』
と
あ
り
、
貸
永
誌
異

一
ろ
包
僧
院
は
日
山
知
日
院
の
柄
引
別
で
あ
る
o
こ
の
邑
智
院

本
に
は
大
河
宮
と
す
る
。
明
治
の
後
容
日
祉
と
務
L
一
は
一
符
禁
附
院
剛
山
永

H
八
年
・明
刷
出
入
年
間
却
の
文
瞥

介
が
、
間
十
二
年
九
月
今
江
春
日
制
枇
と
改
め
た
。

一
に
も
見
え
、
後
附
亦
日
目
担
院
の
名
所
砕
し
た
。

オ
ウ
ジ
ユ
ン
ギ
ヨ
ウ
ま
ン

照
準
行
然

仔

然

は

一

オ
ウ
チ
イ
ン
邑
知
院

羽
咋
却
に
回曲
す
る
。
務

俗
脱
走
訴
か
に
せ
ぬ
。
白
州
の
入
。
年
十
七
消
の
健

一
政
時
代
の
也
知
院
は
、
也
知
院
・也
知
院
内
志
雄
庄
・

然
に
就
い
て
削
笠
出
家
し
た

o
m
一
凶
削
の
卸
売
山

一
日山
知
院
内
誕
生
保
・
ω知
院
内
初
同
疋
院
・也
知
院
内

門
寺
に
唱
へ
た
時
、臨
単
位
き
て
掛
鋭
し
、
ほ
ピ
併
す

一
泊
原
庄

・
日
山
知
院
内
太

m出
永
保

・
也
知
院
内
若
部

宮
永
の
割
萄
里
に
居
っ
て
安
誼
山
揮
由
一
嘩
・
巴
知
院
内
応
担
保i
に
分
宇
れ
て
ゐ
た
。
是
竪
旭
町

一O
O

う
ち
巴
知
院
と
山
相
解
す
る
・
も
の
に
は
、
千
代
町
・中

川
・野
・柳
町
・
一
宮
・
一
宮
寺
FA
・揃
・似
山
・釦
内
田
・

上
江
・岡
井
・
育
附
・深
江
・政

野

千
石・
走
入
・泊
水

原
・見
砂
・菅
地
・
千
絡
・自
制
・訓
子
原
・
耐
水
・凶
町

の
サ
四
ヶ村
が
あ
っ
た
。

オ
ウ
チ
ガ
h
F

邑
知
沼
山
出
品

・
羽
咋
二
怖
の
聞

に
跨
る
湖
沼
で
あ
る
。
千
山
間
協
と
も
袈
測
と
も
い

」
。
長
さ
抗
八

O
O米
、
側
一
四
一
八
米
、
同
問
一

ニ
一
粁
七
、
而
尉
七
八
七
ヘ
ク
タ

ー
ル
。
濁
川
・
久
江

川・
似
山
川
容
の
水
守
容
れ
、

制
問
視
に
湖
町
川
と

な
っ
て
携
に
入
る
。

ω知
山
の
而
脱
が
佐
時
限
大
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
道
奥
山
后
が
そ
の
回
凶
雑
記
に
、

『際
訓
と
い
へ
る
所
は
、
初
旬
か
き
恩
な
り
け
れ
ば
、

故
を
見
て
よ
め
る
。
』
と
い
っ
た
地
が
、
今
は
加
問
昨
h

b=一

0
0米
そ
離
れ
て
ゐ
る
の
で
も
わ
か
る
。
越
管

到
三
州
志
故
繍
考
に
も
、
『今
紋
直
方
自
都
の
略
芯

に
、
云
々
。
四
十
徐
年
前
能
積
一
間
見
の
時
‘
久
江
・小

金
森
・
高
山
山
・小
問
中
濯
、
右
の
潟
綜
宇
一
開
出
し
て
僅

か
に

mに
し
た
る
が
、
此
七
八
年
別
荘
阿
見
す
る
に
、

阪
山
の
下
ま
で
も
新
旧
と
な
り
、
湖
中
甚
だ
狭
ま
れ

・
り
。
是
に
て
用
品
ふ
に
、
今
の
郡
川
を
古
へ
の
湖
水
と

見
れ
ば
事
分
る
也
。』
と
あ
る
如
〈
、日
出
知
潟
の
縮
少

は
頗
る
装
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
今
こ
の
洲
町
に

は
、
調
羽
咋
初
期
羽
咋
・柳
川
・深
江
・吉
崎
・囚
到
・千
凶

賂
附
・志
々
見
・期
替
新
本
郷
・千
w
師
、臨
島
市
桝
井・

d
 

四
柳
・太
野
・鹿
島
絡
・金
丸
・金
丸
出
、
合
計
十
七
部

訴
が
あ
る。

オ
ウ
チ
ガ
書
チ
コ
ウ
h
F

イ

邑
知
潟
地
滋
世
帯
七

路
樫
一
問
か
ら
沼
咋
に
京
呂
田
民
さ
二
四
粁
幅
四
粁
の
陥

淡
を
也
知
潟
地
挑
桔
と
都
す
る
。
こ
の
地
溝
惜
の
応

方
に
は
正
片
山
騨
岩
の
鉛
出
が
あ
り
、
南
方
に
は
地
片

山
肌
岩
の
銘
出
が
あ
っ
て
、
総
訟
は
こ
れ
等
の
即
時
片
か

ら
成
『
担
晶
画
で
監
は
れ
る
か
ら
、
そ


